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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、『昭和話し言葉コーパス』を構築し、一般に公開することにより、
過去の日本語音声を分析するための基盤を整備した。過去の録音資料をコーパス化することにより、話し言葉に
生じた経年変化を明らかにするための「通時音声コーパス」を実現することができる。本研究では、1950～1970
年代の録音資料を収録した『昭和話し言葉コーパス』（約50時間）を構築・公開するとともに、国内外の学会に
おける研究発表や国際シンポジウムの開催など通じて、その研究成果を発信した。

研究成果の概要（英文）：In this project, we constructed the Showa Speech Corpus and released it to 
the public. A "diachronic speech corpus" can be achieved by collecting old recordings and connecting
 it to a contemporary speech corpus. We collected audio recordings created from the 1950s and 1970s,
 and compiled them into the Showa Speech Corpus.  We also presented our research results at domestic
 and international conferences and international workshops.

研究分野： コーパス言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
過去の録音資料を現代の技術でコーパス化して、話し言葉の経年変化の実態を捉えようとする研究は、世界的に
見てもイギリスのDCPSE、フランスのESLOなどがあるのみで、その実践例は極めて少ない。本研究では、『昭和
話し言葉コーパス』の構築と公開により、日本語の話し言葉における経年変化をコーパスに基づいて研究する基
盤を整備した。また、国際シンポジウムInternational Symposium on Diachronic Speech Corporaを開催し
（2017年）、「通時音声コーパス」が持つ可能性を世界各国の研究者らと議論した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 1960 年代に端を発するコーパス言語学は、1990 年代のイギリスで活発化し、さらに世界各地
で各国語のコーパスが作られるようになった。日本でも 2000 年代に入ってから国立国語研究所
を中心として日本語コーパスの開発・公開が進み、現在では日本語の書き言葉コーパス・話し言
葉コーパス・学習者コーパス・歴史コーパス・方言コーパス・マルチモーダルコーパスなど、多
様なコーパスが利用できるようになっている。 
 本研究課題の申請時（2015 年）における日本語コーパスの整備状況を見た時、その時点では
達成できていない種類のコーパスとして、「通時音声コーパス」があった。通常、ある言語の通
時的な変化を探るために利用される通時コーパス（歴史コーパス）の収録対象は書き言葉であり、
話し言葉は対象外となる。これは、日本語の場合、一定量を備えた書き言葉の資料は 7 世紀ごろ
まで遡ることができる一方、話し言葉の録音資料はせいぜい 100年程度しか遡ることができず、
かつそれらは散逸した状態にあるためである。もし古い時代に録音された音声資料を収集し、そ
れらを現代の技術でコーパス化した上で、現代の話し言葉コーパスと比較することができれば、
日本語の話し言葉に生じた言語変化の実態をコーパスに基づいて実証的に明らかにすることが
できる。 
 「通時音声コーパス」を構築したという研究事例は、イギリスの DCPSE（Diachronic Corpus 
of Present-day Spoken English）やフランスの ESLO（ENQUÊTE SOCIOLINGUISTIQUE 
D'ORLÉANS）など少数の事例を除き、世界的に見てもほとんど存在しない。申請者が当時所属
していた国立国語研究所には 1950 年代に開始した録音作業による録音資料が多く残されてい
たことから、これらをコーパス化することにより、話し言葉の経年変化を実証的に分析するため
のコーパス『昭和話し言葉コーパス』を構築することを計画した。 
 

２．研究の目的 

本研究課題の申請時における当初の研究目的は、以下の 3 点である。 
 
(1) 1950～1970 年代の録音資料（講演、雑談）を体系的に整理し、種々のアノテーションを施

して、50 時間分（独話 25 時間、対話 25 時間）の『昭和話し言葉コーパス』を構築するこ
と 

 
(2) 『昭和話し言葉コーパス』を現代語の話し言葉コーパスと比較・対照して、音韻・語彙・文

法・文体・発話行為などの観点から、話し言葉の経年変化の実態を明らかにすること 
 
(3) 上記を通して、「コーパスに基づく話し言葉の経年変化に関する実証的研究」という、新し

い研究領域の方法論を開拓すること 
 

３．研究の方法 

(1) 録音資料のカタログ化、メタデータの定義 
 
『昭和話し言葉コーパス』に収録する対象として、1950 年代から 1970 年代にかけて国立国語
研究所で作成された録音資料を収集・整理し、カタログを作成する。その際、録音時期、発話の
種類（独話・会話）、発話場面、発話者の属性（性、年齢、社会層）などを指標としてメタデー
タを定義し、録音資料ごとに付与する。これによって、コーパスに含まれる各録音資料の性格を
規定し、資料全体を体系づけるとともに、さまざまな場面・発話者を含むような構成・配分方法
を検討することができる。また、このようなメタデータの付与によって、現代の話し言葉コーパ
スと比較・対照する際に有用な指標を得ることができる。 
 
(2) 時間情報付き転記テキストの整備 
 
録音資料を新たに書き起こし、転記テキストを作成する。この際、発話の実質的な内容だけでな
く、フィラー（「えー」や「あのー」など）や言いよどみ・言い間違いなどの「非流暢性」につ
いても、できるだけ忠実に書き起こす。非流暢性の書き起こし基準は、『日本語話し言葉コーパ
ス』で定義された基準に準拠する。これにより、『昭和話し言葉コーパス』と『日本語話し言葉
コーパス』の間で、非流暢性の分布を精緻に比較することができる。また、「私」のように複数
の読みを許す場合も、発音された形が同定できるような表記基準によって転記を行なう。 
 
(3) 形態素解析 
 



作成した転記テキストを、形態素解析辞書「UniDic」によって形態素解析し、人手による修正を
経た上で、「短単位データベース」を構築する。これらは、国立国語研究所における既存のコー
パスと同一の体系とすることにより、各コーパスとの比較が可能な状態にしておく。 
 
(4) 『昭和話し言葉コーパス』と研究成果の一般公開 
 
構築した「短単位データベース」およびメタデータをまとめて、『昭和話し言葉コーパス』公開
用データとして準備し、国立国語研究所で管理・運用されているウェブ上のコーパス検索アプリ
ケーション「中納言」で一般公開する。これと並行して、『昭和話し言葉コーパス』の構築およ
び分析に関する研究成果を、国内外の学会・シンポジウム等で発表する。 
 

４．研究成果 

本研究課題の実施による成果（研究の主な成果、得られた成果の国内外における位置づけとイ
ンパクト）として、以下の 3 点を挙げる。 
 
(1) 『昭和話し言葉コーパス』の公開 
 
2018 年度末に『昭和話し言葉コーパス』（モニター公開版：DVD 版）を公開し、さらに 2019 年
度末に『昭和話し言葉コーパス モニター公開版』をウェブ上のコーパス検索アプリケーション
「中納言」で一般公開した。2020 年度末には、完成版の『昭和話し言葉コーパス』を「中納言」
で一般公開する予定である。 
 
(2) 「話し言葉の経年変化」に関する分析結果の発表 
 
『昭和話し言葉コーパス』の構築および分析の結果は、国内外の学術学会・ワークショップ・シ
ンポジウムなどでの研究発表、論文や書籍の刊行などを通じて、その成果を発信した。 
 
(3) 国内外における位置づけとインパクト 
 
2017 年 9 月、イギリス・フィンランド・イタリア・フランスからの研究者を招聘して国際ワー
クショップ International Symposium on Diachronic Speech Corpora を国立国語研究所にお
いて開催した。さらに、フランス、イタリア、チェコ、日本の各地で、『昭和話し言葉コーパス』
をはじめとする日本語コーパスに関するワークショップを開催し、研究成果を発信した。 
 
今後の展望として、2020 年度末に『昭和話し言葉コーパス』完成版の一般公開を控えているほ
か、フランス国立図書館が刊行する論文集 Mémoire sonore duJapon : le disque, la musique et 
la langue への論文の掲載（現在印刷中）、さらに本研究課題での研究成果を 1 冊に収めた論文
集の刊行（2021 年度末出版予定）を予定している。 
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